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監事に求める役割及び人材像について 

 

 

◆監事の役割及び人材像 

 

【役割】 

 本学の業務の適正かつ合理的な運営を図ること及び会計経理の適正を確保する

ことを目的として、本学の業務及び会計を監査及び調査する。また、監査結果に基

づき、必要があると認めるときは、学長・文部科学大臣に意見、報告を行う。 

 

 

【人材像】 

〇 人格が高潔で、「教育」「研究」「社会との共創」「医療」などの本学の業務に関し

て適切かつ効果的に監査を行いうる能力を有すること。 

 

〇 組織運営に関して幅広い知識に基づいた観点から、コンプライアンス、労務管

理、リスクマネジメントに関する監査を的確かつ公正に行いうる能力を有するこ

と。 

 

〇 本学の意思決定システムをはじめとするガバナンス体制や内部統制システムの

整備・運用状況に関して、適切かつ効果的に監査を行いうる能力を有すること。 

 

〇 財務や決算に関する専門的知見を有し、会計面の監査を的確かつ公正に行い

うる能力を有すること。 

    

○ 常勤監事においては、民間企業、独立行政法人、国又は地方公共団体等の公益

性の高い組織においてリーダーシップを発揮した経験を有し、特に組織業務の

監査を、適切かつ公正に行いうる能力を有すること。 

 


